
ワークショップ
「放射線」

主旨
本ワークショップでは、⽣徒が霧箱の作成や空間線量の測定をしながら、⾝の回りにある放射線について理解を深め
ると共に、放射線という避けられないリスクと今後どのように付き合っていくのかを、⾃⾝の価値観によって考える⼟壌を
育成することを⽬的としています。

達成したいポイント
 放射線は⾃然界に常に存在しているもので、科学技術を通じて積極的に利⽤してもいることを知る
 放射線発⽣のメカニズムやヒトは放射線を浴びるとどうなるのか（⽣体内でどのような反応が起こるの

か）など、放射線の基礎について理解する。
 放射線リスクを定量的にとらえられるようになるとともに、そのリスクを他のリスクやベネフィットとともに天秤に

かけて選択ができるようになる
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※ 利⽤時はこのスライドを⾮表⽰にしてください

対象年齢
 中学⽣〜⼤⼈

考えられる使⽤例
 中学校･⾼校での総合学習、理科教育の⼀環で
 市⺠⼤学やコミュニティスクールの教材として

など
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※ 利⽤時はこのスライドを⾮表⽰にしてください
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National Museum of Emerging Science and Innovation (Miraikan)

ワークショップ
「放射線ってどんなもの︖」

ウソ ⾒えません

ウソ 臭いません

ホント あります

ホント 多分あり

ホント 出てます

放射線のウソ・ホント

1. ⽬に⾒える

2. においがある

3. ⾝の回りにある

4. 朝ご飯にあった

5. 私の体から出ている



スポンジを⼿で温めたあと、
⼿を離して、上からのぞき込もう

ライトで観察

宇宙

空気

⾝の回りの放射線
⾃然放射線 ⼈⼯放射線

レントゲン

CTスキャン

原発事故

⾷べ物

⼤地



細胞 DNA

ミス

がん細胞

切れる

がんの原因に

DNAにミスが
ある細胞

排除

放射線をあびると

元通り

放射線
100％

ほぼ

たまに

あなたならどっち︖

栄養

あなたの⽇々の⾷事には
放射性物質が含まれています。

⾷べる︖⾷べない︖

被ばく

リスク ベネフィット2.7 μSv/⽇



天びんを使って考えよう

 ⾃分の「価値観」で
天びんのおもりを考えよう

︖

リスク ベネフィット

︖  どれほどのリスクまで
受け⼊れるかは⼈それぞれ

 様々なリスクを
総合的に考えることが⼤切
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